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巻頭言

ぱれっと情報（広島県立生涯学習センターからのお知らせ）

　【トピックス】…前号（６/１）以降のＨＰ新着情報
　【情報提供】　…注目情報の紹介，学習プログラムの紹介，

　　　　　　　　　視聴覚教材の利用等
リンク集

　【広島県教育委員会関連】…広島県教育委員会関連の今月の情報
　【広島県立施設】…広島県立施設等の今月のイチ押し情報等

　【文部科学省関連】…文部科学省関連の今月の情報
編集後記
○------------------------------------------------------------------○

■巻頭言■
「次世代を育てる心を失う危機」
　平成10年6月の中央教育審議会答申のサブタイトルです。
　現代社会において大人社会全体のモラルの低下が，子どもの心を育てるべき大人たちの「次世代を育てる心」を失わせているというセンセーショナルなものでした。
　オランダの教育人間学者ランゲフェルド(Langeveld,M.J. 1905-1989)は，人間を　animal educandum「あらかじめ教育を予想される，教育されなければならない動物」と呼んでいます。
　人間は，生まれつき社会的・道徳的に行動できるとは言い切れません。幼い時から親の保護の下での躾や集団の中での規制やルールを体得していく過程でまなび続け，人格的な存在としての人間に成長していきます。人間にとって「教育される」ということは成長するために不可欠なものです。
　しかし，人間は「教育する存在」であると断言できるでしょうか？人間は，子どもを育て教える存在として，あらかじめプログラミングされた動物なのでしょうか?

　児童虐待の悲しいニュースが跡を絶ちません。平成19年度に全国の児童相談所が対応した児童に関する虐待相談件数は４万件を超えました。児童虐待防止法制定（平成12年）直前の４倍近くの件数になっています。
　中教審答申のとおり，子どもの心を育てるべき大人たちの「次世代を育てる心」を失わせている状況が加速していることの表れだと思います。
　私たちは，「教育される」子どもたちの教育のみに注視しがちですが，「教育する」存在である大人の学びについてもっと考える必要があります。子どもを持つ親や，これから親になる若者が「教育する責任に目覚めたおとなになる」ことの重要さを認識することが肝要です。放っておいて解決することではなく，何がしかの手だてが必要です。
　親同士が話し合いをしながら学習することにより，価値観の押し付けではない自らの気づきによる学びの場を設けることと，親同士の交流による子育ての支え合いの文化を地域社会に創り上げていくことは，社会教育の歴史の中でも重要な施策でした。親の学習機会の創出は，個人の問題ではなく，地域社会全体の課題であり，行政課題でもあると考えています。
　広島県立生涯学習センターは，「『親の力』をまなびあう学習プログラム」を開発してきました。この２年間（平成19・20年度）に200回を超える講座が実施され，約4600人の県民の方々が学習に参加しました。
　この学習プログラムを活用し「親の力」をまなび合う場を創り出すファシリテーターを今年も養成します。（養成講座参加者募集中です。このメルマガのトピックスを御覧ください。）

　「『親の力』をまなびあう学習プログラム』」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/kateikyouiku.htm#２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（所長　新田　憲章）

■ぱれっと情報■
【トピックス】…前号（６/１）以降のＨＰ新着情報
★「親の力」をまなびあう学習プログラムファシリテーター養成講座開催

　「親の力」をまなびあう学習プログラムは，子育ての身近なエピソードを基にした教材を使った参加型の学習プログラムです。

　ファシリテーターは，この学習プログラムを使った講座の進行役です。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/katei/kateikyouiku.htm#3
【情報提供】

★注目情報の紹介
　平成21年度放課後児童クラブ・子ども教室指導員等研修会を開催します。

　放課後や週末等に子どもたちが安全で安心して，健やかに育まれるよう，小学校や公民館，児童館等で行われる取組にかかわっている方たちの研修会です。

　 放課後子ども教室：すべての子どもを対象に，地域の方々の参画を得て，学習やスポーツ・文化活動等を行います。
　 放課後児童クラブ：保護者が労働等により昼間家庭にいない概ね10歳未満の児童に，適切な遊び及び生活の場を提供します。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/model/houkago/chiikikyouikuryoku.htm#3
　

★学習プログラムの紹介（分野別の学習プログラム事例を紹介します。）

　安田女子大学・安田女子短期大学との連携　安東公民館の取組

　公民館が学生の公民館事業への参加・参画する機会を提供するという，安東公民館の取組です。公民館と地域内の大学との多様なあり方を紹介しています。

　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/sien/jissenn/jirei%20genkou/kyouikuryoku/jirei%20yasuhigashi.htm
★視聴覚教材の貸出し（受付：℡：082-248-8848）

１回の申込みにつき５本まで，10日以内，無料で借りることができます。

  　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/center/riyou/shichoukaku/shichoukaku.htm
○------------------------------------------------------------------○

■リンク集（広島県教育委員会関連，県立施設，文部科学省関連）■
【広島県教育委員会関連】

★広島県教育委員会
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/hotline/index.html
★講座，イベント情報など，幅広い県内の学習情報は，「ひろしま　まなび　　ネット」（広島県生涯学習情報提供システム）を御覧ください。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/
【県立施設】
★広島県立図書館（℡：082-241-2299）

　　http://www.hplibra.pref.hiroshima.jp/index.htm
　　「おはなし会」（申込み不要・無料）

＜７月11日（土）・７月２５日（土）11:00～11: 40＞
　　　図書館員やおはなしボランティアが，幼児・児童を対象とした児童資料

の読み聞かせ・紹介などを行います。

「書庫見学ツアー」（申込み必要・無料）

＜７月25日（土）15:00～15:40＞
　普段は入ることのできない地階書庫を司書が御案内します。

★広島県立福山少年自然の家(℡：084-935-7166)
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
　１　平成22年度宿泊利用計画調査（照会）及び利用調整会議の開催について

　　　（通知）
　　　来年度の学校等宿泊利用団体の申込みを受け付けます。
　　　７月１日付けで学校等に通知しますので，所定の様式によりお申込みく

　　　ださい。なお，利用調整会議は９月９日（水）に開催します。
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/gakusyu/fukuyama/index.html
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（７月２日掲載予定）

　２　平成21年度主催事業の実施について
　　　小学３年生から中学生を対象とした自然科学教室などの自然体験活動を
　　NPO法人自然体験活動推進協議会の企画運営により，年間８事業実施します。
　　　事業内容及び参加者の募集等につきましては，既に学校等を通じてリー

　　フレットを配布していますが，詳細は，ホームページにも掲載しています。
　　是非御参加ください。
　

　３　教員等を対象とした体験活動指導者研修の実施状況について
　　　６月23日（火）・24日（水）の両日，第1回体験活動指導者研修を実施し

　　ました。活動の様子をホームページに掲載しましたので御覧ください。
　　　第２回体験活動指導者研修は11月26日（木）・27日（金）の両日，実施し

　　ます。定員に達していませんので，参加を御希望の方は，施設までお問い

　　合せください。

★縮景園（℡：082-221-3620）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/shukkeien/index.html
★広島県立美術館（℡：082-221-6246）
　　http://www1.hpam-unet.ocn.ne.jp/
　　特別展

　　　第61回広島県美術展

　　　　＜６月30日(火)－７月12日(日)＞

　　　　　県民の創作活動の奨励と鑑賞の機会を提供するための公募展。

　　　　　入賞・入選作品を展示します。

　　　国立トレチャコフ美術館展　忘れえぬロシア

　　　　＜７月28日（火）－10月18日（日）＞

　　　　　ロシア美術の殿堂，モスクワの国立トレチャコフ美術館が誇る10

　　　　万点に及ぶコレクションから，創始者トレチャコフが熱心に収集した

　　　　同時代の作家，レーピン，クラムスコイ，シーシキンなど，近代ロシ

　　　　ア美術の代表的画家の名作75点を展示します。リアリズムから印象主

　　　　義にいたるロシア美術の流れを分かりやすく紹介する展覧会です。

　　所蔵作品展

　　　彫刻展示スペース　「広島ゆかりの彫刻家」

　　　　＜４月14日(火)－７月５日(日)＞

　　　　　平櫛田中《落葉》，圓鍔勝三《月夜の僧》，水船六洲《燭明り》な

　　　　ど木彫を中心に約10点を紹介します。

　　　彫刻展示スペース　「八木一夫をめぐる小さな旅」
　　　　＜７月７日(火)－10月４日(日)＞

　　　　　斬新な造形で陶芸の新たな可能性を切り開いた八木一夫。作品と同

　　　　様に多くの人々を惹きつけました。交流のあった陶芸家やイサム・ノ

　　　　グチ，流政之などの作品を併せて紹介します。

　　　第1室　「ルオー《受難》」

　　　　＜４月14日(火)－７月５日(日)＞

　　　　　フランスの画家ルオーの版画作品《受難》を特集します。キリスト

　　　　の受難をテーマにした同名の詩にルオーが自由に挿絵を描きました。

　　　第1室　「ロシア・アヴァンギャルド　マレーヴィチ，リシツキー，カ

　　　　　　　ンディンスキー」

　　　　＜７月７日(火)－10月４日(日)＞

　　20世紀初めにロシアで展開したロシア・アヴァンギャルド。現代美

　　　　術の出発点の一つであり，今なお重要な意味を持ち続けています。

      第2室　「南薫造の留学時代」

　　　　＜４月14日(火)－７月５日(日)＞

　　　　　安浦町出身で「日本の印象派」といわれる南薫造。約100年前に留

　　　　学したヨーロッパでの研究成果や生活を，作品と資料で紹介します。

　　　第2室　「描かれた風景」

　　　　＜７月７日(火)－10月４日(日)＞

　　　　　様々な時代に様々な作家が描き残した風景。この展示では作品を通

　　　　して，描かれた風景の意味や，作家が作品に託した思いを考えます。

　　　第3室　「動物大集合！」

　　　　＜６月30日（火）－８月９日（日）＞

　　　　鹿に狐に猿に牛…。日本画に描かれた動物たち。写実的

　　　な描写から大胆なタッチまで，その実に多彩な表現を紹介します。

　　　第4室　「アジアの染織」
　　　　＜６月30日(火)－９月27日(日)＞

　　　　インド，インドネシア，中央アジアなどの各地域の多様な染織の世

　　　界を紹介します。

★広島県立みよし風土記の丘・広島県立歴史民俗資料館（℡：0824-66-2881）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekimin/index.html
　　　歴史民俗展示「県北近代の鉄づくり」

　　　　＜４月10日（金）～７月12日（日）＞
　　　　広島県北部の近代におけるたたら製鉄や鉄製品づくりの様子につ

　　　いて紹介します。
　　　夏の展示会「三次の妖怪ものがたり」　
　　　　＜７月３日（金）～８月30日（日）＞
　　　　　全国的に著名な妖怪ものがたりである「稲生物怪録」を物語の舞台

　　　　である三次に残る絵巻を中心に紹介します。
　　　第３回文化財講座　　　

　　　　＜７月11日（土）14:00～16:00＞

　　　　　「女房の角－鬼と女の江戸怪談史－」

　　　　　　講師：堤　邦彦（京都精華大学）

　　　歴史民俗展示「江の川　夏の川漁」

　　　　＜７月24日（金）～10月４日（日）＞

　　　　　三次の夏の風物詩「鵜飼」に代表されるアユ漁を中心として，夏の

　　　　川漁について紹介します。

　　　第２回ふどきの丘体験教室「ハニワをつくろう」
　　　　＜７月25日（土）10:00～12:00＞

　　　　　工作用の粘土を使って，古墳時代を代表するハニワづくりにチャレ

　　　　ンジします。

· 要申込み・材料費：300円

★広島県立歴史博物館（℡：084-931-2513）
　　http://www.manabi.pref.hiroshima.lg.jp/rekishih/index.html
　　　開館２０周年記念　夏の展示「こども博物館教室大集合」

　　　　＜平成21年７月24日（金）～９月６日（日）＞

　　　　　この展示は，これまで当館が「博物館教室」の題材にしてきた

　　　　　　・備後表（びんごおもて）などの“備後の特産品”

　　　　　　・火おこしなどの“生活の中の知恵”

　　　　　　・“博物館の仕事”

　　　　　の，歴史や内容を展示で紹介し，併せて体験学習もできるもので

　　　　　す。

　　　　関連行事

　　　　１　日曜日開催…子ども博物館教室（まなびの教室）　

　　　　　　★は事前申込みが必要。

　　　　　①７月26日（日）10：00～15：00　いぐさを織ろう　　　★

　　　　　②８月 ２日（日）10：00～12：00　草戸千軒と火おこし　★

　　　　　③８月16日（日）10：00～16：00　枡・一升瓶でお米をはかろう

　　　　　④８月23日（日）10：00～14：00　弥生土器を作ろう　　★　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要参加費）

　　　　　⑤８月30日（日）10：00～15：00　ミニ畳を作ろう　　　★

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（要参加費）

　　　　　⑥９月６日（日）10：00～，13：00～，15：00～　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はくぶつかん探検　　★

· １　小学生は保護者の同伴が必要。

· ２　「弥生土器を作ろう」は，１１月７日（日）に三次の県立

　　　歴史民俗資料館で，土器焼きを行います。（参加自由）

　　　　　　※３　事前申込み方法

　　　　　　　　　・各教室とも，７月７日から募集受付。

· 参加希望教室名・名前・保護者名（小学生のみ）・住所・電話番号を記入の上，開催日の１週間前までに当博物館に往復はがき，ファクシミリ又は電子メールで申し込んでください。申込み多数の場合は，先着順になります。

　　　　２　毎週土曜日開催の行事

　　　　　　体験学習　「浮世絵をすろう」　参加自由・無料

　　　　３　毎日の行事

　　　　　　体験学習　・「竪穴住居をつくろう」≪竪穴住居復元キット≫

　　　　　　　　　　　　毎日10：00～，13：00～，15：00～

　　　　　　　　　　　　（８月９日までの期間限定）

　　　　　　　　　　・「草戸の町を着物で歩こう」

　・「姫谷焼のぬり絵」

　　（エントランスにみんなの作品を展示）

　　　　　　　　　　・「ペーパークラフトの製作」

　　　　　　　　　　・「江戸時代の和算に挑戦」

　　　　　　　　　　・「枡でお米をはかろう」

　　　　　　　　　　・「い草織り」

★広島県立総合体育館（℡：082-228-1111)
　　http://www.sports-hiroshima.jp/01_hpsc/2009.shtml#06081
　　「親子でチャレンジ！わんぱくスポーツフェア2009」

　　　　＜７月11日（土）10:00～16:00（最終入場15:30）＞

　　　　　いろんな遊びを取り入れたサーキットアドベンチャーや親子で体力

　　　　測定など，友達や家族と楽しめるプログラムがいっぱい。わんぱくス

　　　　テージでは，元広島東洋カープ監督の達川光男氏を招いて「わんぱく

　　　　野球キッズ養成塾」も開催します。

　　　　　サンクンガーデンの「なかよし屋台はらぺこ村」では，栄養を考え

　　　　た「カラダにオイシイ」食べ物が並びます。

　　　　　一日中楽しめるイベントです。多くの皆様の参加をお待ちしていま

　　　　す。

★広島県立文書館(℡：082-245-8444)
　　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/soumu/bunsyo/monjokan/index.htm
【文部科学省関連】
★文部科学省 http://www.mext.go.jp/
　
★国立教育政策研究所社会教育実践研究センター
　　http://www.nier.go.jp/jissen/index.htm
★国立三瓶青少年交流の家 http://sanbe.niye.go.jp/
★国立江田島青少年交流の家 http://etajima.niye.go.jp/
★国立吉備青少年自然の家　http://kibi.niye.go.jp/
★国立山口徳地青少年自然の家　http://tokuji.niye.go.jp/
【その他】
★放送大学　http://www.u-air.ac.jp
■編集後記■

生涯学習センターでは，さまざまな事業が７月から本格的にスタートします。
４月からの３か月間で，多くの方と出会い協議を重ねてきました。このことを基に事業が展開されていきます。私は，この過程が生涯学習振興・社会教育行政に携わらせていただいている者の喜びややりがいにつながっているではないかと思います。
事業が始まると，もっと多くの方との出会いが待っています。出会いに感謝しながら，さらに事業目的を達成するためにはどうしたらよいのかを常に振り返りながら取り組んでいきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（徳重　宏美）
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＜発行：問合せ先＞　広島県立生涯学習センター
　TEL：082-248-8848　　FAX：082-248-8840

　E-mail：mailto:sgcshinkou@pref.hiroshima.lg.jp
　URL：http://www.pref.hiroshima.lg.jp/kyouiku/gakushu/center/

index.html

※メールマガジンの配信登録・停止は，生涯学習センターへメールでお知らせ
　ください。
※御意見，御要望，御感想を，お気軽にメールでお寄せください。
※お預かりする個人情報は，適切に管理し，承諾なく上記の目的以外に利用す
　ること，第三者に開示することは一切ありません。
※内容の無断転写を禁止します。
　　　　　（Ｃ）2006 Palette Hiroshima All rights reserved.
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